
令和３年度　事業調査結果Ａ 生涯学習分野（令和２年度実施事業）

◎調査結果Aの対象事業は以下のとおりです。
調査結果Ａの各項目については、以下の内容が記載されています。

○「頁」

・「アカデミー推進計画」の掲載ページ

○「総合戦略事業番号」

　・「「文の京」総合戦略」の計画事業の事業番号

○「事業名」

・事業名

○「事業概要」

　・事業概要

（所管課） ○「事業費」

・事業に係る予算及び決算

1 文京アカデミア講座 アカデミー推進課 ○「実績（数）」

2 文京いきいきアカデミア講座 アカデミー推進課 　・当初予定数（定員）：当初予定していた参加者数や発行部数等（事業の定員や予算計上時の積算数等）

3 企業等連携講座（メセナ講演会） アカデミー推進課 　実績数：実際の参加者数、発行部数等

4 大学プロデュース特別公開講座（学長講演会） アカデミー推進課 　申込数：申込者数等

5 資格取得キャリアアップ講座 アカデミー推進課 ○「参加者満足度」

6 大学連携による各種事業 アカデミー推進課 　・事業でアンケートを実施した場合、「満足」や「よかった」と回答した割合

7 大学連携による附属図書館の区民開放 真砂中央図書館 ○「事業実施内容」

8 視聴覚資料等の貸出 アカデミー推進課 　・令和2年度事業の実施状況

9 「文の京」施設予約ねっとシステム アカデミー推進課 ○「成果」

10 保育室の設置及び手話通訳者の配置 アカデミー推進課 　・事業で得られた成果

11 文京e-ラーニング アカデミー推進課 ○「課題」

12 夜間・休日の講座開設 アカデミー推進課 ・不十分だった点や改善すべき点

13 生涯学習の相談 アカデミー推進課 ○「課題解決に向けた取組」

14 地域資料の充実 真砂中央図書館 　・課題解決に向けた今後の事業の取組

15 図書館サービスの充実 真砂中央図書館 ○「担当課」

16 小石川図書館の改築の検討 真砂中央図書館 　・事業を担当する課

17 文京区生涯学習サークル連絡会の支援 アカデミー推進課

18 生涯学習フェア アカデミー推進課

19 区民プロデュース講座の企画支援 アカデミー推進課

20 人材育成のための講座 アカデミー推進課

21 各種講座・展示会の企画への起用 アカデミー推進課

22 学習支援者スキルアップ講座 アカデミー推進課

23 サークル活動の広報 アカデミー推進課

24 ふれあいサロン 区民課

25 社会教育関係団体登録制度による活動支援
アカデミー推進課/ス
ポーツ振興課

26 文京お届け講座 アカデミー推進課

27 「文京学」講座 アカデミー推進課

28 区民プロデュース講座 アカデミー推進課

【分野別目標３】　学びの継続を通じたまちづくり

参考資料１

調査結果Ａの記載内容について

生涯学習

【分野別目標１】　いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実

【分野別目標２】　一人ひとりの学びの成果を活かす機会の提供・充実

調査結果Ａの事業は、主に以下の⑴～⑶に該当する事業です。

⑴ アカデミー推進計画（平成28年３月）のp16～79に掲載されている事業

⑵ 「文の京」総合戦略の計画事業のうち、主要課題が「文化資源を活用した文化芸術の振興」

「誰もが観光に訪れたくなるまちの環境整備」「都市交流の促進」「図書館機能の向上」

「東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の推進とレガシーの継承」に該当する事業

⑶令和２年度の重点施策事業のうち、「活力と魅力あふれるまちの創造」「文化的で豊かな共生社会の実

現」に該当し、アカデミー推進計画の5分野に関係する事業

※それ以外の事業は「令和３年度 事業調査結果Ｂ 生涯学習分野」に掲載されています。



令和３年度　事業調査結果A　生涯学習分野（令和２年度実施事業）

【分野別目標１】　いつでも、どこでも、だれでも学習や活動ができる機会の提供・充実

整理
No.

頁
総合戦略事

業番号
事業名 事業概要

参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 19,963
当初予定数
（定員等）

827 人 ―

決算 6,550 実績数 794 人 96.0%

申込数 1,637 人 197.9%

予算 364
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 14 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 220 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 220 当初予定数
（定員等）

60 人 ―

決算 41 実績数 12 人 20.0%

申込数 12 人 20.0%

事業費（千円） 実績（数）

【基本的な方向性（１）】　多様な講座や学習機会の提供・充実

1 18
文京アカデミア
講座

区民の学習を支援するため、
地域、文学、歴史・社会、自然
科学、芸術、くらし、語学、健
康・スポーツなど、バラエティ
に富んだ講座を提供する。

86.9%

【平成18年度～】
・文京アカデミア講座　32講座
新型コロナウイルス感染拡大等のため40講
座が中止
　（受講者601人　定員615人　応募者1,073
人）
［民間教育機関企画講座3講座、大学キャン
パス講座7講座、自主企画講座22講座］
［分野別：地域4講座、文学5講座、歴史・社
会7講座、自然科学4講座、芸術3講座、くらし
4講座、健康・スポーツ4講座、語学1講座］
・外国人おもてなし英会話講座
新型コロナウイルス感染拡大のため中止
・魚のおろし方教室
新型コロナウイルス感染拡大のため中止
・パソコン講座　4講座8コース
新型コロナウイルス感染拡大のため1講座2
コースが中止
　（受講者147人　定員160人　応募者231人）
・夏休み子どもアカデミア講座　3講座
　（受講者46人　定員52人　応募者333人）

3 18
企業等連携講座
（メセナ講演
会）

企業等の社会貢献活動を活
かし、区民の学習機会を充実
させるため、多様な講座の企
画・提案を募り、協力・連携し
て講座（講演会）を開催する。

・年間を通して、バラエティに富ん
だ講座を提供することができ、ア
ンケートにおいて受講生から高い
講座満足度を得られた。
・講座修了生と区内サークル活動
との連携により、生涯学習の継続
のきっかけづくりを行った。
・アカデミアサポーターの協力によ
り、充実した講座運営が実施でき
ている。

新型コロナウイルス感染拡大のた
め、中止にせざるを得ない講座が
多数あった。

Zoom等を使用したオンライン開
催が可能な講座を増やしていく。

アカデミー
推進課

2 18
文京いきいきア
カデミア講座

高齢者を対象とした２年制講
座で、１年次は教養課程で共
通科目を履修し、２年次の専
門課程に進む。専門課程は、
共通科目と選択科目を受講
し、所定の受講回数（単位）を
もって卒業認定する。

―

― 令和2年度実績なし ―
新型コロナウイルス感染拡大の影
響等もあり、講座を開催できてい
ない。

協力していただけるよう事業を周
知するとともに、区内企業等へ
の働き掛けを行う。

アカデミー
推進課

【平成19年度～】
・文京いきいきアカデミア（第7期2年次）　【専
門課程】
新型コロナウイルス感染拡大のため令和3年
度に延期

―
期によっては単位取得ができず、
進級・卒業できない受講生が増え
ることもある。

受講生間のコミュニケーションを
密にすることや受講へのモチ
ベーションを維持する工夫を継
続していく。

アカデミー
推進課

5
資格取得キャリ
アアップ講座

区内大学で開講する資格取
得に関する講座を区民が受
講する際に一部補助を行い、
資格取得やキャリアアップを
支援する。

4 18
大学プロデュー
ス特別公開講座
（学長講演会）

大学の持つ高度で専門的な
学習機能や人材を活かし、区
民に学習機会を提供するた
め、大学プロデュース特別公
開講座（大学学長の講演会）
を実施する。

―

・6講座　（受講者12人　定員60人）
　（日本女子大学6講座）
新型コロナウイルス感染拡大のため7講座が
中止

日頃から大学との連携ができてい
る文京区ならではの取組として実
現できている。

授業のラインナップがバリエーショ
ンに富み充実しているにも関わら
ず、受講者数が少ない。

様々な講座があることや、受講
料の1部補助というメリットを積極
的に周知すること等により、受講
生を増やす。

アカデミー
推進課

【平成6年度～】
・学長講演会（大学学長（総長）による講演
会）
新型コロナウイルス感染拡大のため中止

―
満足度は高いにも関わらず、申込
者・受講者が少ない傾向がある。

募集時の掲載記事について、講
義内容が的確に伝わるよう工夫
するとともに、大学と連携した広
報等により、受講生を増やす。

アカデミー
推進課

―

1



整理
No.

頁
総合戦略事

業番号
事業名 事業概要

参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算
整理No.1
・5の範囲

当初予定数
（定員等）

267 人 ―

決算
整理No.1
・5の範囲

実績数 200 人 74.9%

申込数 498 人 186.5%

予算 0
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 726
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 645 実績数 61 件 ―

申込数 61 件 ―

予算 1,025 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 349 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 202
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 0 件 ―

申込数 0 件 ―

予算 942 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 942 実績数 7,461 件 ―

申込数 7,461 件 ―

予算
整理No.1
の範囲

当初予定数
（定員等）

180 人 ―

決算
整理No.1
の範囲

実績数 177 人 98.3%

申込数 364 人 202.2%

予算 498 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 333 実績数 100 件 ―

申込数 100 件 ―

【基本的な方向性（２）】　学習や活動ができる環境の整備

6 19
大学連携による
各種事業

大学の持つ高度で専門的な
学習機能や人材を活かし、区
民に学習機会を提供するた
め、区内大学と連携した事業
を展開する。

―

・文京アカデミア講座　4大学　7講座
・夏休み子どもアカデミア講座　2大学　2講
座
・資格取得キャリアアップ講座　1大学　6講
座
・外国人おもてなし英会話講座（新型コロナ
ウイルス感染拡大のため中止）

大学の人材やキャンパスを活かし
た講座を提供することができた。

充実した講座内容のため、区内各
大学の専門性を活かした講座が
提供できるよう調整する必要があ
る。

大学担当者との連絡会議や日
頃からの連絡調整を通じて、情
報交換を行っていく。

アカデミー
推進課

感染症対策という事情であるた
め、利用制限はやむを得ない
が、利用者の読書や学習の機会
が保障されるよう、大学図書館と
の連携を継続するとともに、複写
サービス等の周知を図る。

真砂中央
図書館

8 19
視聴覚資料等の
貸出

地域での学習活動を支援する
ため、視聴覚学習資料を地域
の幼稚園、小・中学校、社会
教育登録団体、個人等に貸出
す。

―
・視聴覚機器、16ミリフィルム、DVD、ビデオ
（VHS)等　　貸出61件

7
19
24

大学連携による
附属図書館の区
民開放

大学の附属図書館を区民に
開放していただくことで、区民
の学習活動を支援する。

―
区立図書館では提供できない高度な学術書
や専門書を利用することを目的として実施す
る。

新型コロナウイルス感染拡大防止
のため、各大学図書館が学外利
用者の受入を中止したため、実績
なし。
大学図書館のみ所蔵する資料
で、大学が許可した資料の複写
サービスを実施した。

大学の状況により、利用制限等の
影響を受けることになる。

施設予約ねっと登録者数（R3.3.31時点）
7,495団体（個人利用を含む）

令和2年4月から地域活動セン
ター等21施設で施設予約システム
が導入され、利用者の利便性が
向上した。

令和3年度中に施設予約システム
の再構築を行う。

施設予約システムの再構築のた
め、要件定義やデータ移行等行
う。また、円滑にシステムの切替
ができるよう区民に向けた周知
を行う。

アカデミー
推進課

【基本的な方向性（３）】　あらゆる立場の人たちに対応した学習支援の充実

各団体等の要望に応じて、貸出に
対応することができた。また、貸出
資料も追加で購入し、ラインナップ
を充実している。

16ミリフィルムの保存と映写機の
メンテナンス、映写技師の確保が
課題である。

映像資料の良好な保存環境を
確保するとともに、映写技師の
育成を検討する。

アカデミー
推進課

9 19
「文の京」施設
予約ねっとシス
テム

施設予約ねっとシステムの活
用により、施設利用者のさら
なる利便性向上を図る。

―

11 20
文京e-ラーニン
グ

時間や場所に関係なく各種講
座等を受講できるように、イン
ターネットを活用した講座を配
信する。

10 20
保育室の設置及
び手話通訳者の
配置

平日日中のアカデミー文京で
の講座・講演会等の開催時に
保育室を設置する。
障害者が講座・講演会等に参
加できるよう、希望者に手話
通訳者を配置する。

―
【平成18年度～】
・2番組新規配信
　累計43番組配信　アクセス数　7,461件

特別公開講座を2講座新たに収録
し、配信した。
これまでの講座等についても、引
き続き公開しており、多くの方に視
聴いただいた。

使用した資料等が著作権の関係
で配信できないことがある。

インターネット配信に適した講座
を収録し配信する。

アカデミー
推進課

令和2年度は配置実績なし。
・平日日中のシビックセンターが会場の講座
を対象に、希望者に保育を実施
・語学以外全講座（文京アカデミア講座、区
民プロデュース講座、大学プロデュース特別
講座、特別公開講座等）を対象に、希望者に
手話通訳者を配置

―

保育、手話ともに実績はなかった
が、引き続き保育士及び手話通
訳者の確保等に適切に対応でき
るよう体制を整えるとともに、希望
者が利用できるよう周知する必要
がある。

保育は民間の託児サービスを活
用し、手話通訳は文京手話会に
手話通訳者の派遣を依頼するこ
とで適切に対応できる体制を整
える。また、保育や手話通訳の
手配が可能な講座について引き
続き周知していく。

アカデミー
推進課

―

13 20 生涯学習の相談

区民がそれぞれのニーズや
目的に応じて生涯学習に取り
組めるよう、総合的に紹介等
を行う。

12 20
夜間・休日の講
座開設

平日の昼間に講座を受講す
ることが困難な方に対して、平
日夜間や休日にも講座を開設
する。

―

【平成28年度～】
・生涯学習司による相談受付を実施
　週3日、1日3時間　相談件数100件
緊急事態宣言中は、窓口閉鎖等あり

学習施設や活動グループの紹介
など、生涯学習に関する様々な相
談に応ずることができた。

相談窓口の周知及び相談に必要
な生涯学習に関する情報の収集
が必要である。

財団HPや広報紙で周知する。ま
た、学習支援者連絡会等で情報
収集を行う。

アカデミー
推進課

・文京アカデミア講座
　　平日夜間　1講座
　　土曜日　8講座

全体で9講座を実施した。
アンケートでも高い満足度を得ら
れた。

平日日中に行っているアカデミア
講座とのバランスを考慮しつつ、
新たな受講者層を獲得できるライ
ンナップをそろえていく必要があ
る。

応募状況やアンケート結果を分
析し、充実した講座内容を企画
する。

アカデミー
推進課

80.7%

2



整理
No.

頁
総合戦略事

業番号
事業名 事業概要

参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課事業費（千円） 実績（数）

予算 0 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 9,068 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 174 実績数 ― ―

申込数 ― ―

【基本的な方向性（４）】　地域の学習拠点としての図書館づくり

14 20 地域資料の充実

区史や古地図のような貴重な
資料を用いた地域に関する調
査・研究に資するため、文京
区及び東京都の行政資料、
郷土資料の収集・保存・提供
を行う。

―

貴重な図書やパンフレット等を含む多様な資
料を収集し、提供している。また、古地図等
の保存と閲覧の利便性を高めるために、順
次デジタル化を実施している。
文京区に関連するテーマの資料を展示し、
情報発信している。

資料の収集を幅広く行うとともに、
古地図や行政資料の一部を「文
の京デジタル文庫」として公開し
た。また、大河ドラマ「麒麟が来
る」に関連した展示や、ふるさと歴
史館の特集展示に合わせた内容
の展示を行うなど、図書館資料を
活用しての情報発信を行った。

地域資料のレファレンスがあった
際、担当者とそれ以外の者とで資
料提供までの時間、質に差ができ
てしまう。

地域資料の検索ツールの作成を
検討し、利用者の多様な要求へ
の対応の強化を図る。

真砂中央
図書館

小石川図書館の改築について、
文京区立図書館改修等に伴う機
能向上検討委員会での議論を踏
まえ、竹早公園との一体的整備の
具体化を図る。

関係各課との検討会を実施する
とともに、真砂中央図書館にお
いて小石川図書館の資料の保
存やサービスのあり方等を考慮
した改築の具体的検討を行う。

真砂中央
図書館

新型コロナウイルスの影響で、館
内への立ち入りが制限される等、
従来のような来館型サービスの提
供が難しくなっている。

非来館型サービスの拡充とし
て、電子書籍・オーディオブック
を導入した。
より広くサービスを周知するため
の方法を検討する。

真砂中央
図書館

16 132
小石川図書館の
改築の検討

施設の老朽化対策と図書館
の機能向上を図るため、文京
区立図書館改修等に伴う機
能向上検討委員会を設置し、
検討を実施する。

―

文京区立図書館改修等に伴う機能向上検討
委員会を令和元年度より継続し、図書館の
機能向上、小石川図書館の改築、小石川を
除く地区図書館の改修と機能向上を柱とす
る報告書の作成をもって終了した。

15 20
図書館サービス
の充実

図書館の機能向上により、利
用促進を図るため、資料や情
報を提供するとともに、利用
者サービスを向上させ、区民
の読書活動の推進を図る。

―

資料の収集・保存と提供、レファレンスサー
ビスを充実させるとともに、各種行事や資料
の特集展示の実施により、図書館利用の促
進を図っている。
令和3年1月より、電子書籍・オーディオブック
を導入した。

年間に約65,000点の資料を受け
入れ、約3,397,000回の貸出を行
い、約1,700件のレファレンスに対
応した。
各館の実情に合わせた行事を開
催するとともに、図書館資料の特
集展示にも取り組み、情報発信を
行った。
電子書籍は1,045点を受け入れ、
6,277回の貸出があった。オーディ
オブックは常時約3,000点のコンテ
ンツが利用可能で、延べ2,000回
弱の利用があった。

文京区立図書館改修等に伴う機
能向上検討委員会において検討
された電子書籍の導入について、
令和３年１月より試行導入した。

3



令和３年度　事業調査結果A　生涯学習分野（令和２年度実施事業）

【分野別目標２】　一人ひとりの学びの成果を活かす機会の提供・充実

整理
No.

頁
総合戦略事

業番号
事業名 事業概要

参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 52
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 370 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 80 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算
整理No.13

の範囲
当初予定数
（定員等）

― ―

決算
整理No.13

の範囲
実績数 26 件 ―

申込数 ― ―

予算 970
当初予定数
（定員等）

15 人 ―

決算 98 実績数 5 人 33.3%

申込数 6 人 40.0%

予算
整理No.1

・13等の範囲
当初予定数
（定員等）

― ―

決算
整理No.1

・13等の範囲
実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 264
当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

事業費（千円） 実績（数）

【基本的な方向性（１）】　主体的な活動を支える仕組みづくり

17 21
文京区生涯学習
サークル連絡会
の支援

文京区生涯学習サークル連絡
会によって実施される公開講
座、合同学習会、史跡・施設見
学等の各種自主学習活動への
支援を行う。

―

①代表者会議
【実施日】9/29
②合同学習会
新型コロナウイルス感染症の影響により
中止
③公開講座
新型コロナウイルス感染症の影響により
中止
④バス見学会
新型コロナウイルス感染症の影響により
中止

アカデミー
推進課

令和2年度は新型コロナウイルス
感染症の影響により、代表者会議
以外は中止となった。

感染症対策の上、各種自主学習
への支援を続けていく必要があ
る。

コロナ禍における支援の方
法や感染症対策等について
検討する。

アカデミー
推進課

【基本的な方向性（２）】　活動成果披露の場の充実

18 22 生涯学習フェア

文京アカデミア講座や区内大
学生涯学習センターの紹介、講
座受講相談を実施する。
区内サークルの活動紹介や体
験コーナー、ステージでの活動
発表等を行う。

―
新型コロナウィルス感染症拡大のため
中止

―

新型コロナウイルス感染症によ
り、サークルや団体の活動に制限
されていても、成果発表の場を設
け、サークル活動継続の一助にす
る必要がある。

感染症対策をしたうえで、作
品展示や実施可能なステー
ジ発表のほか、学習情報の
提供を行う。

【基本的な方向性（３）】　人材育成・活用の推進

19 22
区民プロデュー
ス講座の企画支
援

区民プロデュース講座企画者
の負担を軽減し、企画を支援す
るための取り組みを実施する。

―

・企画書の書き方をわかりやすく解説し
た記入例を配布
・生涯学習相談窓口で生涯学習司によ
る企画相談を実施

様式の統一化と生涯学習相談窓
口での企画相談受付等、区民プロ
デュース講座の企画支援は充実
してきている。

企画内容が生涯学習講座にそぐ
わなかったり、一定のジャンルに
偏る企画になることもある。

生涯学習司等と協力し、多
様なジャンルの人材発掘を
図るとともに、提案された講
座内容をブラッシュアップす
る。

アカデミー
推進課

学習支援者スキルアップ講
座に支援者の意向を反映さ
せるとともに、新たな人材の
発掘にも努める。

20 22
人材育成のため
の講座

生涯学習に関し、区や公益財
団等と協働する人材を育成す
るため、「文の京生涯学習司(隔
年)」、「文の京地域文化イン
タープリター(隔年)」「文京アカ
デミアサポーター」の３つの養
成講座を実施する。

アカデミー
推進課

21 22
各種講座・展示
会の企画への起
用

インタープリターや生涯学習司
等の活躍を支援し、区の文化
事業に活かしていく事業（企画
展等）を展開する。

―

・文京アカデミア講座選定委員会
　（学識経験者1人、区民委員12人）
　　講座選定委員会4回
　　全体会及び講座企画部会は、新型コ
ロナウイルス感染拡大のため中止
・学習推進委員会・生涯学習支援者企
画講座　19講座
・特別公開講座　1講座
　　インタープリターの会協力　1講座

アカデミア講座の選定、イベントの
開催、公開講座開催を、各支援者
の協力を得て、行うことができた。

今後も様々な機会をとらえて、協
力して事業を実施していく必要が
ある。

委員会等の機会を活用し、
支援者のアイデアや協力が
必要な文化事業等の情報
を提供し、新たな企画提案
につなげる。

アカデミー
推進課

―

【平成18年度～】
・文の京生涯学習司養成講座（新型コロ
ナウイルス感染拡大のため中止）
・文の京地域文化インタープリター養成
講座（令和2年度休止（隔年実施））
・文京アカデミアサポーター養成講座　1
講座（9～10月）
　　受講者数6人、修了・登録者数5人

地域の人材の掘り起こしに効果が
あった。
新たな認定者、登録者が活動を開
始している。

各団体において、人材の固定化
や減少などの課題が生じ始めて
おり、それぞれの支援者の意向に
応じた対応が必要である。

22
学習支援者スキ
ルアップ講座

「文京アカデミアサポーター」
「文の京生涯学習司」「文の京
地域文化インタープリター」など
の生涯学習支援者を対象とし
たスキルアップ講座を実施し、
より多角的な活動が行える技
能等を学習する機会を提供す
る。

アカデミー
推進課

―
新型コロナウィルス感染症拡大のため
中止

―
今後も、各支援者と協力し、ニー
ズにあった事業を実施していく必
要がある。

より支援者が興味あるテー
マを取り上げるなど、各支
援者と協力し、受講者の増
加を図る。

4



令和３年度　事業調査結果A　生涯学習分野（令和２年度実施事業）

【分野別目標３】　学びの継続を通じたまちづくり

整理
No.

頁
総合戦略
事業番号

事業名 事業概要
参加者
満足度

事業実施内容 成果 課題 課題解決に向けた取組 担当課

予算 0
当初予定数

（定員）
― ―

決算 0 実績数 ― ―

申込数 ― ―

予算 8,985
当初予定数

（定員）
― ―

決算 759 実績数 1,301 人 ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員等）

― ―

決算 0 実績数 888 団体 ―

申込数 ― ―

予算 0 当初予定数
（定員）

― ―

決算 0 実績数 177 人 ―

申込数 ― ―

予算
整理No.1・
2の範囲

当初予定数
（定員）

80 人 ―

決算
整理No.1・
2の範囲

実績数 80 人 100.0%

申込数 187 人 233.8%

予算 510 当初予定数
（定員）

75 人 ―

決算 208 実績数 76 人 101.3%

申込数 150 人 200.0%

事業費（千円） 実績（数）

【基本的な方向性（１）】　学びを通じた交流・仲間づくりの推進

23 23
サークル活動の
広報

区民の自主的な文化・スポー
ツ・学習活動を促進するため、ア
カデミー文京・地域アカデミー等
において、各団体の活動内容等
を記載した社会教育関係団体
名簿の閲覧ができる。

―

登録団体数　888団体
（内訳）
　 生涯学習　　479団体
　 スポーツ　　 409団体

【基本的な方向性（２）】　地域で支える学習環境の充実

登録団体名簿の関連施設への配
架、ホームページへの掲載によ
り、登録団体を広く周知し、区民の
自主的な活動の促進につながっ
た。

更新作業が3年ごとのため、申請
時と実態が異なる団体が見受けら
れる。

団体の活動内容を正確に把
握するため、毎年の活動実績
報告を求めるとともに、区民
への周知を図っていく。

アカデミー
推進課

24 23 ふれあいサロン

あらゆる世代が気軽に地域活動
できる交流の場を提供するとと
もに、地域活動を担う人材発掘・
育成を支援するため、地域活動
センターにおいて、幅広い年代
の区民が参加する各種イベント
や様々な教室を開催する。

―
地域活動センター5所で、スマートフォン
教室、囲碁入門講などの各種講座を実
施した。

地域人材を活用したサロンの開催
などにより、住民の相互交流の場
を提供することができた。

生涯学習に類する講座が事業の
多数を占めており、地域活動を担
う人材の発掘・育成には至ってい
ない。
また、令和2年度は新型コロナウイ
ルス感染拡大のため、当初予定し
ていたほとんどの講座が実施でき
なかった。

地域活動団体等と連携しなが
ら、各地域活動センターの施
設特性やエリア特性を活かし
た講座を実施し、地域活動へ
の参加のきっかけを築いてい
く。

区民課

アカデミー
推進課/
スポーツ
振興課

【基本的な方向性（３）】　学び合いとまちづくりにつながる学習の促進

25 21
社会教育関係団
体登録制度によ
る活動支援

区民の自主的な文化・スポー
ツ・学習活動を促進するため、
一定の要件を満たす団体を社
会教育関係団体として登録し、
施設の優先利用や利用料金の
減免などを行うことで、その活動
を支援する。

―

―

登録団体数　888団体
（内訳）
　 生涯学習　　 479団体
　 スポーツ　　　409団体

登録団体名簿の関連施設への配
架、ホームページへの掲載によ
り、登録団体を広く周知し、区民の
自主的な活動の促進につながっ
た。

更新作業が3年ごとのため、申請
時と実態が異なる団体が見受けら
れる。

団体の活動内容を正確に把
握するため、毎年の活動実績
報告を求めるとともに、区民
への周知を図っていく。

26 24 文京お届け講座

地域の各種団体の要望に応じ、
行政情報を提供することで、区
民の自主的な学習活動を支援
するとともに、区職員が講師に
なることにより、職員の意識改
革と住民との協働関係の醸成を
図る。

27 24 「文京学」講座

文京区の歴史・文化・自然を学
び、地域文化を考えるための学
習機会を提供するため、文京ア
カデミア講座、文京いきいきアカ
デミアの中で地域に関する講座
を実施する。

生涯学習支援者等と連携し
て、地域について、新たな切り
口で学ぶ講座の企画等を行
う。

アカデミー
推進課

計7件　参加者計177人

【実施日・講座名】
7月13日・食中毒について
9月11日・わたしたちと都税
10月23日・おはなしの世界へどうぞ
11月18日、19日・文京ふるさと歴史館に
ついて
10月26日・みんなで創り、みんなで守る
住みよいまち
3月3日・「文の京」総合戦略

区民の自主的な学習活動を支援
し、区の施策等への理解を促進す
ることができた。

新型コロナウイルスの影響によ
り、実施件数は前年度に比べ大幅
に減少した。

事業の周知方法等について
検討するとともに、ZOOMでの
実施を推進する。

アカデミー
推進課

―

・文京アカデミア講座　4講座
　（受講者80人　定員80人　応募者187
人）
・文京いきいきアカデミア講座
新型コロナウイルス感染拡大のため中
止

生涯学習支援者等の協力により、
地域に関する魅力的な講座を提
供できた。

地域学講座のテーマについて、継
続的なリサーチが必要である。

・文京アカデミア講座（区民プロデュー
ス講座）　7講座
　（採用数7件　実施数7件　応募数36
件）

地域の人材を活かした講座を提供
することができた。
生涯学習相談の活用や、講座の
選定やコーディネートによって、実
施までのプロセスが整備されてき
ている。

企画内容が生涯学習講座にそぐ
わなかったり、一定のジャンルに
偏る企画になることもある。

生涯学習司等と協力し、多様
なジャンルの人材発掘を図る
とともに、提案された講座内
容をブラッシュアップする。

アカデミー
推進課

28 21
区民プロデュー
ス講座

区民の学習の成果やNPO等の
ノウハウを活かし、地域に根ざし
た生涯学習を推進するため、個
人・ＮＰＯ等の団体が企画する
講座を公募して、実施する。

82.0%
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